
（企業50音順）

業務区分 業務場所
取組概要
ページ

環境調査 白馬村 1

設計 上田管内一円 2

地質調査 大町市 3

設計 木祖村 4

測量設計 諏訪市 5

設計 飯田管内一円 6

交通量調査 松本市 7

設計 坂城町 8

設計 飯田市 9

設計 木曽町 10

設計 松本管内一円 11

（株）日研コンサル 設計 佐久市 12

（株）フジ技研 設計 佐久管内一円 13

（株）フジテック 点検 諏訪管内一円 14

測量 小谷村 15

解析等 上田市 16

（株）ワイド 設計 北信管内一円 17

国土監理（株） 設計 木曽町 18

綜合地質コンサルタント（株） 地質調査 飯山市 19

測量調査 大鹿村 20

地質調査 安曇野市 21

北陽建設（株） 調査等 伊那市 22

※1：一般部門、若手部門の別は、取組概要に記載しています。
※2：同一企業における各案件の記載は順不同としています。

令和5年度優良技術者表彰　受賞工事・業務の取組概要

（株）アンドー

所属企業
受賞対象

委託業務

（株）ゼンシン 

（株）タイヨーエンジニヤ

（株）長野技研

（株）みすず綜合コンサルタント

日本綜合建設（株）





【対象となった委託業務】

【①湧水流入経路の解明】 【②評価対象種の食草プロット】

【③環境DNA分析による調査困難種の生息調査】

主 な 取 組

①GPSトラッキング調査により、湿地への湧水流入経路図を作成。施工計画との位置関係を見える化。
②評価対象種の確認時期外という条件下に、特性に着目して食草調査を実施。食草分布図を作成し、
環境保全対策を施した工事用道路のルート検討を可能にした。
③調査困難種の生息確認のため環境DNA分析を実施し、調査精度の向上に活用した。

姫川砂防事務所
業 務 箇 所 （砂）犬川　北安曇郡　白馬村　飯田（2）

最終契約額 970万　2千円
業務

概要
環境調査一式

契 約 期 間 自　令和4年8月 3日
至　令和5年3月20日

所属

企業

商号又は名称 株式会社アンドー

住所 長野県松本市島内３４８１−１

業 務 名 令和3年度　交付金通常砂防（加速化）事業に伴う環境調査業務 発注

機関

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【若手部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 漆畑 智
当 該 業 務 に お け る 役 割 担当技術者

ウスバサイシン

ミヤマアオイ

右岸湧水湿地 左岸湧水湿地
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【対象となった委託業務】

令和5年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【若手部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 佐藤　久雄
当 該 業 務 に お け る 役 割 担当技術者

自　令和3年11月23日
至 　令和4年7月29日

所属

企業

商号又は名称 株式会社　アンドー

住所 松本市島内3481-1

業 務 名 令和３年度　国補道路メンテナンス（橋梁）事業に伴う設計業務
発注

機関

主 な 取 組

丸子橋において、発注者と協議を行い、現地追加試験としてシース内削孔調査と橋面はつり試験を実施し、損
傷の原因解明を図ることに成功した。試験結果から、最適な補修計画を立案した。
武石新橋では部材毎に塗装仕様の差別化を図り、オーバースペックを回避することで結果、コストの縮減に成
功した。

上田建設事務所
業 務 箇 所 県内一円　上田管内一円　橋梁補修（２）

最終契約額 15,422,000円
業務

概要
橋梁補修設計　N=3橋

契 約 期 間
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【対象となった委託業務】

主 な 取 組
・限られた予算の中、既往資料及び各種文献を活用し、地層構成を多元的に分析した。
・新旧地形図を重ね合わせ、谷地形や盛土範囲の想定を行い、3D断面図の作成を行った。
・含水比試験・細粒分含有率試験を行い、崩積土の安定勾配をとりまとめた。

大町建設事務所
業 務 箇 所 (一)美麻八坂線　大町市　美麻その１

最終契約額 641万3千円 業務
概要

機械ボーリング２箇所　L=４４m
地質総合解析一式契 約 期 間 自　令和４年６月２２日

至　令和５年３月２２日

所属
企業

商号⼜は名称 株式会社　アンドー

住所 松本市島内３４８１-１

業 務 名 令和3年度　防災・安全交付金(道路)(加速化)事業に伴う地質調査業務 発注
機関

令和５年度 ⻑野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【若⼿部⾨】
委託業務

優良技術者
⽒   名 竹中 俊二
当 該 業 務 に お け る 役 割 主任技術者

 各種⽂献より、⾕地形の存在を確認。
 学校建設時の盛⼟範囲を新旧地形図より想定。
 ⽂献により地表⾯にはロームが被覆。

1.既往⽂献調査 2.3D断⾯図の作成 3.⼟質試験による崩積⼟の安定勾配の評価

 調査結果を基に、３D断⾯図の作成。
 視覚的に理解しやすい資料作成を⾏った。

 切⼟⾼も⾼く、1︓2.0を提案

・長野県CS立体図

(新旧地形図による解

析)

谷地形の存在

盛土範囲を推定

・美麻村史

ローム層被覆
計画切土勾配(1：1.2)美麻小中学校

1： 2.0を 提

案

試験結果より、

1：1.4より緩い勾配が妥当
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【対象となった委託業務】

令和５年度 ⻑野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【若⼿部⾨】
委託業務

優良技術者
⽒   名 中山　哲也
当 該 業 務 に お け る 役 割 管理技術者

自　令和4年3月26日
至　令和5年3月24日

所属
企業

商号⼜は名称 株式会社　アンドｰ

住所 松本市島内3481-1

業 務 名 令和3年度交付金通常砂防事業（加速化）（重）事業に伴う業務 発注
機関

主 な 取 組
施設形状決定後、3Dﾓﾃﾞﾙによる掘削影響の確認、埋戻しの詳細検討を行いBIM/CIMによる設計
を実施した。また、谷幅の狭い渓流では、工事による掘削が現況地形に及ぼす影響が大きいた
め、地盤改良の施工方法を工夫することで不要な掘削を回避しコストを削減した。

木曽建設事務所
業 務 箇 所 犀勝沢　木曽郡木祖村　薮原（2）

最終契約額 1,560万9千円 業務
概要

砂防堰堤詳細設計　N=1基
管理用道路詳細設計　L=0.4km契 約 期 間

地盤改良施工方法の工夫によるコスト削減

地盤改良範囲深さ方向に30°分散角を考慮し
改良範囲を決定することにより堰堤構造に不要
な範囲まで掘削を行い、不要な埋戻しｺﾝｸﾘｰﾄの
打設を行わざるを得ないことが地盤改良施工時
の大きな課題であった。

不要な掘削・
間詰コンク
リートの削減

施⼯基⾯

先⾏地盤改良
深さ4.4m

削取
整形

施工手順１

施工手順２

堰堤底版より2.2m上側を施工基
面とし、先行して地盤改良を実施
する。

堰堤底版まで施工基面を下げ、

2.2m地盤改良を実施。

手順1一部を削り取ることで堰堤

構造以外の掘削を削減。

砂防堰堤詳細設計におけるBIM/CIMの活用

3Dﾓﾃﾞﾙ
下流摺り付け部は縦断勾配及び斜角が必要と
なるため2D図面では設計困難であったが3Dモ
デルを作成することで詳細な構造を把握するこ
とができた。

3Dモデル作成

現況地形と統合
掘削影響線把握
埋戻詳細検討

BIM/CIMﾓﾃﾞﾙから
2D平⾯図作成

掘削影響

埋戻検討

⼟留⼯検討

⽔叩⼯
縦断勾配
斜⾓付き

現況地形統合3Dﾓﾃﾞﾙ
掘削影響範囲が詳細にわかるようになり、埋め
戻しにおける詳細検討が可能となり、盛土のみ
では埋め戻せない範囲に的確に土留構造物を
計画することが可能となった。
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【対象となった委託業務】

主 な 取 組

　計画地は急峻な地形かつ谷出口には住宅が密集する狭隘な現場であった。このような土地利用
の制約条件を受け、ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾟｲﾝﾄが多い現場では、問題点が視覚的に確認できる３次元による
検討が効率的であると考え、①３次元点群測量の提案と実施、②３次元による砂防堰堤の配置計
画及び管理用道路のﾙｰﾄ検討、③完成ｲﾒｰｼﾞの説明用として３Ｄﾓﾃﾞﾙの造形を行った。

諏訪建設事務所
業 務 箇 所 （砂）山吹沢　諏訪市　大和

最終契約額 １,１２３万１千円
業務

概要

設計業務：砂防工事全体計画策定
　　　　（流域特性調査、土石流対策施設計画　等）
測量業務：基準点及び3次元測量
　　　　（3級・4級基準点測量、UAVﾚｰｻﾞ測量0.02㎢）契 約 期 間 自　令和４年７月２０日

至　令和５年３月１０日

所属

企業

商号又は名称 株式会社　ゼンシン

住所 駒ヶ根市上穂栄町１３－７

業 務 名 令和３年度　防災・安全交付金　火山砂防(加速化)事業に伴う測量設計業務
発注

機関

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【一般部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 境澤　昌志
当 該 業 務 に お け る 役 割管理技術者

■３次元点群測量 ■３次元設計

■３Ｄモデルの造形

STLﾃﾞｰﾀ

造形
３Ｄ造形モデル

（地元説明会用完成イメージ）
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【対象となった委託業務】

発注

機関

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【一般部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 原田　東鶴
当 該 業 務 に お け る 役 割 管理技術者

橋梁補修設計　N=５橋
契 約 期 間 自　令和４年５月１７日

至　令和５年１月３１日

所属

企業

商号又は名称 株式会社ゼンシン

住所 駒ヶ根市上穂栄町13-7

業 務 名 令和３年度　国補道路メンテナンス（橋梁）（加速化）事業に伴う設計業務

CFRP補強材を用いた当て板工法損傷箇所

主 な 取 組

設計の成果品の品質向上における取組として、業務の初期段階に負荷をかけるフロントローディ
ングを行い、品質の向上を図った。
・専門家を交え劣化要因に応じた補修工法の提案（劣化要因を専門家と把握）
・従来工法では施工できない箇所において、新技術のCFRP補強材を用いた当て板工法を提案

長野県飯田建設事務所
業 務 箇 所 県内一円　飯田管内一円　橋梁補修（丸畑橋他）

最終契約額 1732万5千円
業務

概要

ボルト添接がガ
セットプレートと
干渉

上フランジの背面
側は床版となるた
めボルト添接がで
きない

提 案

劣化要

変更提

専門家を交え劣化要因に応じた補修工法の提案  

損傷状況を確認後、損傷に至る劣化要因について専門家を交えて詳細を把握した。 

再劣化を防止するため、劣化要因に対する補修設計を提案し採用していただいた。 
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【対象となった委託業務】

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【若手部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 安達 誠文
当 該 業 務 に お け る 役 割 担当技術者

所属

企業

商号又は名称 株式会社　タイヨーエンジニヤ

住所 長野県東御市滋野乙1302

主 な 取 組

・交通流の複雑な交差点において効率よく正確な調査を行うため、市販のドライブレコーダーを活
用した観測機材を自社で作成し、通行状況を動画撮影した。
・撮影した動画を繰り返し再生しながら交通量をカウントし、正確なデータ取得に繋げた。
・撮影した動画をAIプログラムにより画像解析してカウントし、その有用性を確認した。

松本建設事務所
業 務 箇 所 (一)波田北大妻豊科線　松本市　島々～三溝新田(１)

最終契約額 625万9千円
業務

概要

交通量調査・渋滞長調査一式
調査結果分析一式
交差点容量算定　3箇所契 約 期 間 自　令和4年9月10日

至　令和5年2月 6日

業 務 名 令和4年度　防災・安全交付金(道路)事業に伴う交通量調査業務 発注

機関

【ドライブレコーダ－で撮影された画像】
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【対象となった委託業務】

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【若手部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 五十嵐 万智
当 該 業 務 に お け る 役 割 担当技術者

自　令和4年2月 4日
至　令和5年3月27日

所属

企業

商号又は名称 株式会社タイヨーエンジニヤ

住所 東御市滋野乙1302

業 務 名 令和3年度 県単調査(道路改良)事業に伴う設計業務 発注

機関

主 な 取 組 ・合理的な上部工形式の選定に向け、独自に条件を設定し、橋梁形式の絞り込みを行った。
・３次元モデルを活用し、誰もが直感的にわかりやすい資料を作成するよう努めた。

千曲建設事務所
業 務 箇 所 （主）坂城インター線　埴科郡坂城町　中之条～網掛(2)

最終契約額 3056万9千円
業務

概要

・橋梁予備設計　(L=447.0m,W=6.0(14.0)m)
・動的照査（下部工概略検討のため）
・路線測量（中心線測量）L=0.16km契 約 期 間

選定フロー

○３次元モデルの活用
橋梁形式１次比較において、完成形状の３次元モデルを作成し、多様
な橋梁形式を視覚化して完成イメージの共有を図った。

○橋梁形式選定条件設定
橋長が400mを超える長大橋で、
県設計基準に準拠した標準適
用支間長表による選定が困難で
あったため、独自に条件設定し
て上部工の形式選定を行った。
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【対象となった委託業務】

主 な 取 組
事業を円滑に進めるため、完成イメージを地域住民等と共有する必要があった。従来の紙図面で
は、イメージが伝わりにくい。また、通常のCIMモデルでは、植生等を含めたリアルなモデルの再現
が難しい。そこで、メタバース（仮想空間）を用いたCIMモデルの作成を実施した。

飯田建設事務所
業 務 箇 所 （国）２５６号　飯田市　知久平（下久堅バイパス）（２）

最終契約額 4,341万 7千円
業務

概要

橋梁詳細設計　一式
上部工（鋼4径間連続非合成鈑桁橋）　L=115m　W=6.0
（7.5）m
下部工（逆T式橋台）　N=2基
（壁式橋脚）　 N=3基

契 約 期 間 自　令和 3年 7月 22日
至　令和 4年 7月 29日

所属

企業

商号又は名称 株式会社　長野技研

住所 松本市　新村2326

業 務 名 令和３年度　社会資本整備総合交付金（広域連携）事業に伴う設計業務
発注

機関

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【一般部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 吉原　潤一
当 該 業 務 に お け る 役 割 管理技術者
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【対象となった委託業務】

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【一般部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 金原　愼一
当 該 業 務 に お け る 役 割 管理技術者

自　令和 4年 3月 15日
至　令和 5年 3月 24日

所属

企業

商号又は名称 株式会社　長野技研

住所 松本市　新村2326

業 務 名 令和３年度　国補道路改築（地域連携）（加速化）事業に伴う設計業務
発注

機関

主 な 取 組
本橋は、事業全体の中で、クリティカルパス上の工事となることから、設計段階から施工時の工事
遅延リスクに配慮した検討を実施した。具体的には、設計意図を施工業者にわかりやすく伝達す
るため、①4Dモデルによる施工手順の可視化、②3Dモデルによる鉄筋干渉の解決を行った。

木曽建設事務所
業 務 箇 所 （国）３６１号　木曽郡木曽町　姥神峠道路（延伸）（１２）（４号橋）

最終契約額 4,558万 4千円
業務

概要

橋梁詳細設計　１橋
上部工（鋼箱桁橋）L=61.0m　W=7.0(9.5)m
下部工（逆T式橋台）N=2基契 約 期 間
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【対象となった委託業務】

主 な 取 組
対象橋梁は上下流両側に拡幅された2径間RCT桁橋であり、中央部T桁の劣化損傷が著しい状況であった。
そのため、
　１．「床版貫通コア抜き」調査により、劣化の進行と原因を把握して補修工法「部分架替案」を提案した。
　２．更新工法も含めた比較案を検討し、LCCを踏まえた「全面架替案」を提案、推奨した。
　３．UAVによる３D地形測量により、短期間に効率的な迂回路を計画を行った。

松本建設事務所
業 務 箇 所 県内一円 松本管内一円 橋梁補修((主)丸子信州新線 筑北村 草湯橋ほか)

最終契約額 2,512万 4千円 業務
概要 ・橋梁補修設計　N=7橋

契 約 期 間 自　令和3年10月11日
至　令和4年10月23日

業 務 名 令和3年度 国補道路メンテナンス(橋梁)事業に伴う設計業務 発注
機関

所属
企業

商号⼜は名称 　株式会社 長野技研

住所 　松本市大字新村2326

令和５年度 ⻑野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【⼀般部⾨】
委託業務

優良技術者
⽒   名 野村　誠子
当 該 業 務 に お け る 役 割 　管理技術者

●床版貫通コア抜き 塩化物イオン濃度試験結果

●比較検討表 抜粋

●主桁：剥落,ひびわれ,鉄筋腐食膨張,

漏水,遊離石灰,サビ汁

●平面図

●断面図

●UAVによる３D地形測量と迂回路計画

◆現地条件
・⺠家近接
・⼤型⾞の交通量多い

迂回路計画

◆調査結果２
・中央部床版は
中⼼部まで発錆
限界を超過
中性化フロント

◆調査結果１
・中央部(Ｔ桁)
が著しく損傷

4.0% 3.5% 4.0% 0.5%

760～1 227 3 000 3 000 750
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0
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0
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0
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【対象となった委託業務】

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【若手部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 矢代 奈央
当 該 業 務 に お け る 役 割 担当技術者

自　令和3年10月 7日
至　令和4年10月31日

所属

企業

商号又は名称 株式会社 日研コンサル

住所 松本市渚2-5-6

業 務 名 令和３年度　県営農村地域防災減災事業
　御牧原１号幹線地区　パイプライン設計その３業務 発注

機関

主 な 取 組

・過年度設計の路線変更の提案　⇒　経済的かつ安全なサイホン改修計画の立案
・点群を用いた斜面区間の路線検討、ピンポイントでの地質調査　⇒　後続作業の手戻り防止
・傾斜部の現状（露出配管、Co架台の劣化、倒木被害の危険）を踏まえた布設方法の検討
　⇒　安全性に優れ、かつ維持管理手間を抑えるべく布設方法（360°巻立て）を採用

佐久地域振興局
業 務 箇 所 佐久市望月

最終契約額 524万 7千円
業務

概要

斜面部縦横断図作成　N=1式
パイプライン基本設計　L=0.160km
パイプライン路線計画（基本設計）L=0.454km
地質・土質調査　N=1式
（簡易貫入試験　H=4m（10箇所）、室内試験8項目）

契 約 期 間
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【対象となった委託業務】

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【一般部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 高松　潔
当 該 業 務 に お け る 役 割 管理技術者

自　令和4年3月23日
至　令和5年3月10日

所属

企業

商号又は名称 株式会社　フジ技研

住所 上田市住吉１０４－1

業 務 名 令和3年度 国補道路メンテナンス(橋梁)(加速化)事業に伴う設計業務
発注

機関

主 な 取 組

設計の品質向上として通常のⅢ判定の損傷対策に加え、事後保全型から予防保全型への転換に
向けて、主な劣化因子である水分を遮断する方針で補修設計を行った。更に長野県が求める新
技術・新工法を積極的に採用し再劣化防止、長寿命化に寄与する設計とした。また河川内にて高
所作業車による調査やクラウドレポートサービスを活用し業務費用の削減に繋げた。

佐久建設事務所
業 務 箇 所 県内一円　佐久管内一円　橋梁補修（湯川橋他）

最終契約額 1,668万7千円
業務

概要
橋梁補修設計　N＝5橋
(湯川橋・大久保橋・はんね石橋・田屋橋・清水橋)

契 約 期 間

湯川橋・橋梁補修

45(10)

S=1:200側 面 図

(
一

)
湯

川

至 韮崎

至
佐久

45(10)

18,270 30 30 18,270

橋 長 48,050(47,990)

11,360

1
,
1
9
0

1
,
7
5
0

1
,
2
9
0

(
1
,
5
0
0
)

4
,
5
0
0

200 支間長 14,690 支間長 18,180 支間長 14,690 200

A1 A2P1 P2

45(10)

橋 長 48,050(47,990)

45(10)

350支間長 14,540支間長 18,180支間長 14,540350

A2A1
P2P1

1
,
5
0
0

5
,
8
5
0

2
,
0
0
0

9
,
3
5
0

5
,
3
5
0

5
0
0

500 2,955 500

3,955

875 2,250 875

4,000

1
,
5
0
0

5
,
8
5
0

2
,
0
0
0

9
,
3
5
0

5002,955500

3,955

1
,
0
0
0

4
,
5
0
0

1
,
3
4
0

4
,
3
0
0

1
,
5
0
0

6
,
0
0
0

7
,
5
0
0

3,500

1
,
0
0
0

4
,
5
0
0

1
,
3
4
0

4
,
3
0
0

4,300

側道橋

8
,
4
0
0

6
0
0

6
0
0

9
,
6
0
0

A2A1

既設部側
(下流側)

拡幅部側
(上流側)

48,050(47,990)

45(10) 47,960(47,970) 45(10)

600

5,225103,165

600

9,600

8,400

φ
6509

8
0

7
3
0

5
5
0

1
,
2
8
0

1
,
1
9
0
～

1
,
7
5
0 1
5
0

5
6
0

下流側上流側

3
6
0

300

1
2
0

6
2
0

※（ ）内は実測値

45(10) 18,270(17,950) 30(10) 11,360(12,050) 30(10) 18,270(17,950) 45(10)

14,89018,18014,890

14,890 18,180 14,890

5
,
3
5
0

5
0
01
,
1
9
0

LEVEL

6
,
0
0
0

7
,
5
0
0

5,000

1
,
5
0
0

1
,
2
7
5

2
@
2
,
1
0
0
=

4
,
2
0
0

3
5
0

1
0

3
,
6
5
0

1
1
5

5
0 2
5
0

115 3,650 10
350

1,2752@2,100=4,200

350 1,625 600 975

5
0 2
5
0

1.0%1.0%

1.0% 1.0%

8
8
0

至 韮崎 至 佐久

4,300

S=1:200平 面 図

S=1:50断 面 図

A.C.Pφ400
L=14,000

Mov Mov MovFix

1,500

A.C.Pφ400
L=14,000

1,500 1,300

A.C.Pφ400
L=14,000

A.C.Pφ400
L=14,000

※既設側の杭諸元は不明
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主 桁

断面修復工(左官工法)
主 桁
断面修復工(左官工法)

アスファルト舗装更新

橋面防水
縦目地更新 地 覆

断面修復工(左官工法)
部分打換

地 覆
断面修復工(左官工法)

部分打換

張出床版
断面修復工

高 欄
部材補修

高 欄
部材補修

地 覆
断面修復工(左官工法)
部分打換

主桁(T桁橋)
断面修復工(左官工法)

主桁(床版橋)
断面修復工(左官工法)

伸縮装置更新伸縮装置更新

張出床版

断面修復工(左官工法)

アスファルト舗装更新
橋面防水、表面含浸工

縦目地更新

P2P1

支 承

金属溶射

ロッカー支承
金属溶射

防水対策(充填材充填)
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【対象となった委託業務】

主 な 取 組
　当該業務は点検する施設数が多く、散在しているため、複数の点検チームを作って業務を遂行する
必要があった。そのため私は管理技術者指導の下、効率的な人員配置や工程管理等を目的として管
理表を作成し点検チームのリーダーとしての役割を担った。また成果には、定型様式のカルテ以外に
「要対策施設の概要書や追加の位置図」などを独自で作成し品質の向上を図った。

長野県諏訪建設事務所
業 務 箇 所 天竜川圏域　管内一円　諏訪管内一円(点検)

最終契約額 1054万9千円 業務
概要 砂防施設点検・診断 211設備

契 約 期 間 自　令和4年3月23日
至　令和4年10月7日

所属
企業

商号⼜は名称 株式会社 フジテック

住所 長野市三本柳西２丁目３５番地

業 務 名 令和3年度　防災・安全交付金(総合流域防災)緊急改築(砂防) (重点)事業に伴う点検業務 発注
機関

図.チーム体制

図.追加位置図(例)図.要対策施設の概要書(例)

令和５年度 ⻑野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【若⼿部⾨】
委託業務

優良技術者
⽒   名 服部 周平
当 該 業 務 に お け る 役 割 担当技術者

発注者との協議

管理技術者

社内設計審査会担当技術者
（私）

（チーム） （チーム）
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【対象となった委託業務】

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【一般部門】
委託業務

優良技術者
氏　　　名 高藤　亨仁
当 該 業 務 に お け る 役 割 主任技術者

自　令和3年10月28日
至　令和4年7月13日

所属
企業

商号又は名称 株式会社みすず綜合コンサルタント

住所 長野県上田市上田原1073-4

業 務 名 令和3年度　防災・安全交付金（地すべり対策）事業に伴う測量業務 発注
機関

主 な 取 組
①計測点密度を測量前に検証するため、GISによるシミュレーションを行い、必要点密度を取得
できることを検証したうえで、現場での計測を行った。②解りやすい資料とするため、モデル上に
既存の地すべり防止施設や陰影図を付加した３次元モデルを作成した。③ＵＡＶの飛行許可を
得るのに時間を要する鉄道付近の計測は、地上型レーザスキャナを用いた。

姫川砂防事務所
業 務 箇 所 北安曇郡小谷村大網　 （砂）大網

最終契約額 1267万2千円 業務
概要

3級基準点測量　8点

ＵＡＶレーザ測量　0.23ｋｍ2

地上レーザ測量　0.02ｋｍ2

数値図化　0.25ｋｍ2契 約 期 間

JR大糸線

集水井
排水ボーリング

鋼管杭

基準点杭

図3 CS立体図を三次元モデルに被せた三次元統合モデル

図1 点密度シミュレート

図2地上レーザ計測
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【対象となった委託業務】

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【一般部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 阿部　健
当 該 業 務 に お け る 役 割 管理技術者

自　令和 3年 8月 5日
至　令和 4年 9月 1日

所属

企業

商号又は名称 株式会社 みすず綜合コンサルタント

住所 上田市上田原1073-4

業 務 名 令和３年度 国補地すべり対策(大規模特定)事業に伴う解析等業務
発注

機関

主 な 取 組

アンカー工詳細設計において、測量～地質・地すべり解析～設計の各段階のCIMモデルを一括し
て作成し統合モデルを完成させた。設計では「三次元地形データによる詳細なアンカー配置の計
画（施工時、位置出しの省力化）」「既設横ボーリングとの干渉チェック」「定着地盤への根入れの
過不足を1本単位で適正化」等、CIMモデルを様々に活用して品質確保，工費節減に努めた。

上田建設事務所
業 務 箇 所 （地）尾野山　上田市　尾野山

最終契約額 1,358万 5千円
業務

概要

地すべり機構解析・詳細設計　一式
ＵＡＶレーザ測量　A=0.05km2
三次元モデル作成　一式契 約 期 間

CIMモデルの作成と活用
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【対象となった委託業務】

大沢橋現況側面図 橋台損傷図

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【一般部門】

委託業務

優良技術者

氏   名

当 該 業 務 に お け る 役 割 管理技術者

自　令和4年4月 7日
至　令和5年1月31日

所属

企業

商号又は名称 株式会社ワイド

住所 伊那市西町5845-1

業 務 名 令和３年度　国補道路メンテナンス（橋梁）（加速化）事業に伴う設計業務
発注

機関

主 な 取 組

①点群データの取扱い方を工夫することで橋梁の現況構造を正確に把握でき、成果品の品質が
向上した。②冬期閉鎖路線上の橋梁補修（アルカリ骨材反応による損傷）で新技術を採用すること
により、供用期間中の交通規制期間の短縮を図った。③複数ある対象橋梁の諸元等や劣化した
コンクリートの物性に着目し、業務費用の削減に資する試験箇所と方法を選定した。

北信建設事務所
業 務 箇 所 県内一円　北信管内一円　橋梁補修（戸狩高架橋他５橋）

最終契約額 1469万6千円
業務

概要

橋梁補修設計　N＝６橋
（戸狩高架橋、戸狩2号ボックス、大熊1号橋、熟平
橋、大沢橋、満水橋）契 約 期 間

橋台補修３次元モデル

橋台補修（前面地盤崩壊
対策工）

赤枠で示した橋台の点群データ

←下記の点群データが示す橋台

フーチング露出箇所

亜硝酸リチウム内部圧入工
施工計画図（橋台部）

ASRによる損傷個所（竪壁）
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【対象となった委託業務】

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【若手部門】

委託業務

優良技術者

氏   名 森野 和幸
当 該 業 務 に お け る 役 割 担当技術者

自　令和４年３月15日
至　令和５年３月24日

所属

企業

商号又は名称 国土監理 株式会社

住所 長野市北長池1756-1

業 務 名 令和３年度　国補道路改築(地域連携)　(加速化)事業に伴う設計業務
発注

機関

主 な 取 組

・管理技術者指導のもと、主担当技術者として業務全体のマネジメントを、OJTの一環として主導
的に担い、更に、中間管理者として業務を通じて若手社員の育成も行った。
・町道と並走する準用河川の両者の間に橋脚を施工する必要があるため、３Dモデルにより豊水
期、渇水期毎の仮設計画の相互干渉などをチェックした。

木曽建設事務所
業 務 箇 所 (国)361号　木曽郡木曽町　姥神峠道路(延伸)　(14)　(6号橋)

最終契約額 9,157万5千円
業務

概要

橋梁詳細設計　　　1橋
　上部工(鋼2径間連続非合成箱桁橋)
　　　　L=109.0m  W=7.0(9.5)m
　下部工(逆Ｔ式橋台) N=2基
　下部工(張出式橋脚) N=1基

契 約 期 間
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【対象となった委託業務】

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【若手部門】

委託業務

優良技術者

氏   名

当 該 業 務 に お け る 役 割 担当技術者

所属

企業

商号又は名称 綜合地質コンサルタント株式会社

住所 長野市稲里町中氷鉋１０８５－７

主 な 取 組
主任技術者の指導のもとトンネル地質調査の計画立案、現場管理、地質解析を行った。計画トン
ネルは、北陸新幹線飯山トンネルで問題となった膨張性泥岩が出現する他、被圧地下水が胚胎
する可能性があった。発注者と協議しながら各種調査を行ってこの問題の解決に務めた。

北信建設事務所
業 務 箇 所 （国）２９２号　飯山市　大川トンネルその１

最終契約額 2,064万7千円
業務

概要

道路トンネル地質調査　(計画トンネル延長L=650m)
機械Bor (水平)2孔ΣL=100m・(鉛直)2孔ΣL=102m
室内岩石試験 7項目8試験
資料整理・総合解析とりまとめ　1式契 約 期 間 自　令和 4年 3月 10日

至　令和 5年 1月 13日

業 務 名 令和３年度　防災・安全交付金（道路）事業に伴う地質調査業務
発注

機関
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【対象となった委託業務】

地すべり変状の面的な把握は、現地調査や地元住民への聞き込み、既存文献解析等によるため

定性的であるが、災害発生直後と12年前に測定されたLPデータにより地形変動解析を行い、

災害地を含め周辺地域の変動状況を定量的に把握し、対策工が必要な個所の基礎資料とした。

災害発生直後とこれ以前

の航空レ－ザ－測量成果

を国土交通省より提供い

ただき,これから傾斜量

区分図（図1、図2)を作

成して、その地形的な特

徴を濃淡の変化としてと

らえマッチング解析して

各メッシュの水平変位か

ら地すべり区域の面的な

変動状況図３を作成した

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【一般部門】

委託業務

優良技術者

氏　　　名

当 該 業 務 に お け る 役 割 管理技術者

所属

企業

商号又は名称 日本綜合建設株式会社

住所 長野市若里２丁目１５−５７

主 な 取 組
・測量、調査及び設計の品質向上における取り組み
・現地の状況に即した新技術・新工法の提案
・地形解析結果と電気探査から推察される水みちを基にした対策工の提案

飯田建設事務所

業 務 箇 所 （地)　下伊那郡大鹿村釜沢

最終契約額 4028万 2千円
業務

概要

測量（縦断測量）0.6kｍ、電気探査（比抵抗2次元探
査）1270m、調査ボーリング 4孔 160ｍ、歪計・水位計
観測 1式、水源調査 1式、地形解析 1式、指定申請書
の作成 1式、資料整理取りまとめ・機構解析  1式、
対策工設計　1式

契 約 期 間 自　令和 3年　8月 14日
至　令和 5年　3月 10日

業 務 名 令和３年度防災・安全交付金（地すべり対策）事業に伴う測量調査業務
発注

機関

2)2020年のLPデ－タ－で作成した傾斜量区

1)2008年のLPデ－タ－で作成した傾斜量区分

3) 二時期の傾斜区分図から求めた水平変動量分布図

拡大ブロック上方では、集落方向への移動が明瞭
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【対象となった委託業務】

令和５年度 長野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【一般部門】

委託業務

優良技術者

氏   名

当 該 業 務 に お け る 役 割 主任技術者

自　令和4年5月 7日
至　令和5年3月15日

所属

企業

商号又は名称 日本綜合建設株式会社

住所 長野市若里2丁目15-57

業 務 名 令和3年度　国補大規模更新砂防（加速化）事業に伴う地質調査業務
発注

機関

主 な 取 組
1）効率的な工程管理・現場技術者の安全と育成・希少植物保護による地質調査の品質向上（図1）
2）橋梁基礎地盤内の断層破砕帯・ゆるみゾーンへの対策提案によるトータルコスト削減（図2、写真1/2）
3）独自の地表地質踏査による転石調査で設計・施工上のリスクを回避（図3、写真3/4）

安曇野建設事務所
業 務 箇 所 （砂）中房川　安曇野市　穂高有明

最終契約額 2102万1千円
業務

概要

地質調査ボーリング　N=8本　ΣL=108.0m
標準貫入試験　108回
弾性波探査　L=0.09km
解析業務　一式契 約 期 間
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【対象となった委託業務】

・地すべりに関与する有害な地下水は主に斜面上方から供給されていると想定されることが多いが、地表に湧水兆
候等が全くない当地すべりにおいて、高密度電気探査測線を格子状に配置した結果、頭部側ではなく左側方からの
地下水供給経路が強く示唆された。これより、効果的な集水井工・ボーリング暗渠工の地下水排除工配置を策定し
た。また十分な集水効果が期待できると見込まれるため、集水井工１基を地表からのボーリング暗渠工に変更した。

令和５年度 ⻑野県優良技術者表彰 受賞者取組概要【⼀般部⾨】
委託業務

優良技術者
⽒   名 藤岡 毅
当 該 業 務 に お け る 役 割 管理技術者

自　令和 4年 4月 27日
至　令和 5年 2月 28日

所属
企業

商号⼜は名称 北陽建設株式会社

住所 長野県大町市社５３７７番地

業 務 名 令和3年度 地すべり防止事業 第2号工事（調査等業務） 発注
機関

主 な 取 組
対象とする地すべりに対して高密度電気探査をメッシュ状の測線にて実施し、機械ボーリング結果や簡
易揚水試験結果等と併せて、地下水涵養帯を三次元的に把握した。調査結果を踏まえ、当初計画され
ていた集水井工を3基から2基に減らし、集水井工はすべり面との交錯を回避する深度として、集水
ボーリングの展開方向は把握された地下水涵養帯を十分に網羅できるように配置した。

上伊那地域振興局
林務課業 務 箇 所 伊那市長谷 柏木

最終契約額 3,991万 9千円 業務
概要

・比抵抗二次元探査  7測線 ΣL=1,930ｍ
・機械ボーリング     4孔 ΣL=115ｍ
・簡易揚水試験・地下水検層  4孔　一式
・地すべり観測（歪計・地下水位・地中伸縮計）一式
・地すべり機構解析 及び 対策工詳細設計　一式

契 約 期 間

Ａブロック

災関ブロック

主な地下水涵養帯

集水井工の計画を
地表からのﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ
暗渠工に変更した

W-3集水井 W-4集水井
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